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東北地⽅太平洋沖地震の東京都内の⾼層ビル
（工学院大学提供）

地震が発生した場所から数百km
はなれたところでも⼤きく⻑く揺れる

○⻑周期地震動により、⾼層ビルが⼤きく⻑時間揺れ続ける。
○⻑周期地震動は遠くまで伝わりやすい。

⾼層ビルでの⻑周期地震動による揺れの⼤きさは、震度では⼗分表現できない

・H24.3 情報の基本的なあり方を報告書にとりまとめ
（⻑周期地震動に関する情報のあり方検討会）

・H25.3 ⻑周期地震動階級を策定
・H25.3 観測情報のHPでの試⾏的提供
・H25-26予測技術の検討（⻑周期地震動予測技術検討WG）
・H29.3 予測情報等のあり方を報告書にとりまとめ

（⻑周期地震動に関する情報検討会）

低層階に比べ、高層階で
⼤きく⻑く揺れやすい

⻑周期地震動の特徴とこれまでの取組
⻑周期地震動の特徴

⻑周期地震動に関する
気象庁のこれまでの取組
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個々の高層ビル等の多様なニーズに対応する
予測情報が必要

予報事業者等

ビルの在館者に対する情報提供

建物の高さ、構造、
地盤のデータ等

報道機関、地方公共団体、
配信事業者等

⻑周期地震動に関する予測情報のあり⽅の概念図

気象庁

⻑周期地震動階級3以上が予想される場合にも
緊急地震速報（警報）を発表
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今後の⻑周期地震動の予測情報等について
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「⻑周期地震動に関する情報のあり⽅について」（平成29年3月21日）
①警戒・注意を呼びかける予測情報

現⾏の緊急地震速報（警報）を発表する基準
に⻑周期地震動階級の予測値を追加

②多様なニーズに対応する予測情報
・個々の⾼層ビル等の多様なニーズに対応する予測情報は⺠間の役割が重要
・予報事業者等は、気象庁から提供する予報資料を基に予測情報を作成
⇒気象庁が提供する⻑周期地震動の予報は、予測された震度との⽐較も重要なことから、緊急地震速報（予報）
の内容に⻑周期地震動の予測結果を加えて発表

（なお、予報事業者等の提供する予測情報が、信頼性を担保した上で広く活用されるような枠組み作りを関係機関と連携して推進するため、「多様な
ニーズに対応する予測情報検討ワーキンググループ」を設置し、予測技術、利活⽤策、利活⽤にあたっての留意事項などの検討・検証を⾏うとされた。）

【イメージ】

or →

最⼤震度が５弱以上と予想さ
れた場合に震度４以上が予想
される領域

⻑周期地震動階級3
以上が予想される領域

いずれかを満たす領域
に警報を発表

・⻑周期地震動階級３以上が予測される場合にも
緊急地震速報（警報）を発表

従来の緊急地震
速報（警報）・広く国⺠に警戒・注意を呼びかける予測情報は

気象庁が発表する必要
・安全な場所で揺れに備えるという⾏動は⻑周期
地震動でも緊急地震速報と同じ
・発表基準は、予測精度を加味し⻑周期地震動
階級３以上の場合とすべき

③⻑周期地震動に関する観測情報について
・観測結果のオンライン配信による提供が必要
・防災対応のための情報のあり方は今後も検討



まとめ
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○現⾏の緊急地震速報（警報）を発表する基準に⻑周期地震動
階級の予測値を追加。

（⻑周期地震動階級３以上が予測される場合にも 緊急地震速報（警報）を発表）

○⻑周期地震動の予報は、緊急地震速報（予報）の内容に⻑周
期地震動の予測結果を加えて発表。

○観測結果については、気象庁HPで試⾏的に公表しているものとは
別に、オンライン配信。

・報告書のとりまとめを受け、今後、以下のような情報配信を
⾏っていきたいと考えています。

・いずれも運用開始時期等については現在のところ未定です。
・電文フォーマット等については、既存の緊急地震速報電文に
大きな影響がないよう、検討を進めてまいります。


